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紀陽情報システム（株）（和歌山市）
くるみん認定企業（厚生労働大臣認定）
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取組のきっかけ
従業員の充実した人生が新しい商品を生み出し、長く愛され信
頼される商品の提供につながると考え、一人ひとりプライベー
トを大切にし、楽しく働いてもらいたいという思いから仕事と家
庭を両立できる職場環境づくりに取り組みはじめました。

主な取組
● 家庭環境の変化にも柔軟に対応
 事業部門を越えての配置転換が可能です。また、子育て中
の従業員が柔軟に勤務できるよう、雇用形態や勤務時間の
変更を随時受け入れています。

● 女性従業員のための意見交換会
 女性が働き続けることができる職場とするため、経営陣も参
加する自由な意見交換会を定期的に行っています。

● 年に１度の大感謝祭
 地域貢献を目的に地元商店の出店やステージイベントなど
趣向を凝らしたお祭りを主催。従業員同士のコミュニケー
ションづくりにつなげています。

● 積極的な研修の推進
 ビジネスマナー研修やキャリア・働き方を考える社内研修を実
施しており、社外研修への参加も積極的に推進しています。

工場で梅干しの梱包作業など
を担当しています。最初は会社
が忙しい時期に１ヶ月という短
期間だけ働かせてもらいました。
育児や子供の学校行事への参
加に経営者の理解があって、その後、子供の成長
とともに勤務時間などを変更してもらい、今ではフル
タイムで勤務しています。急な休みにも上司や同僚
も温かくサポートしてくれる職場環境で、安心して働
くことができています。

企業の取組事例紹介

従業員の声 東　恭子さん

親の介護を理由に仕事を辞め
て看取った後、もう一度働こう
と仕事を探しました。事務職希
望でしたが決まらず、不安もあ
りましたが運転が好きだったの
で面接を受けてみたところ、とても対応が良くてすぐ
に入社を決めました。女性を受け入れる体制が整備
され、職場の雰囲気も良くて楽しく働いています。
女性の働く仕事にタクシー乗務員という選択肢もあ
ることを知ってもらい、女性乗務員が増えてくれると
嬉しいです。

相互タクシー（株）（和歌山市）　従業員数　２３８人（平成29年6月）

（株）岩本食品（みなべ町）　従業員数　４５人（平成29年6月）　事業内容　梅干しの製造販売、飲食店の経営

従業員の声 南　正枝さん
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子どもの出生年別第１子出産前後の妻の就業経歴

出典：国立社会保障・人口問題研究所「第15回出生動向基本調査（夫婦調査）」

育児休業を取得している女性は増え、出産前後に継続就業している女性の
割合も増えていますが、出産を機に離職する女性はまだまだ多い状況です。
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取組のきっかけ
男性が大半を占める業界において、女性ならではの気づきやき
め細やかなサービスは、お客様から高い満足度を得ていること
からも、さらに良質なサービスを提供するためには女性の力が
不可欠であると考え、まずは女性ドライバー10人を目標（現在
7人）に取り組みはじめました。

主な取組
● 柔軟な勤務制度
 勤務日数や時間、曜日など個々の家庭の事情に対応した柔
軟な勤務を可能にしています。

● 子育てを応援する支援制度
 勤務中に生じる保育施設利用費用の半分を補助（月額上限
4万円）しています。

● 安全で安心して働ける環境整備
 乗務員が安全で安心して働けるように新人研修をはじめ、
各種研修を実施しており、車両にはナビゲーションや防犯カ
メラなどを設置しています。

● サークル活動をサポート
 乗務員同士の交流やリフレッシュを図れるサークル活動を
推進しており、活動に応じた勤務時間の配慮もしています。

● コミュニケーションづくり
 会社全体での食事会や、家族も参加可能なボウリング大会
などを開催しています。

　
近
年
、
企
業
等
で
働
く
女
性
は
増

え
る
傾
向
に
あ
り
、
共
働
き
家
庭
も

増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
就
業
を
希
望

し
て
い
る
も
の
の
育
児
や
介
護
な
ど
の

理
由
で
働
く
こ
と
を
断
念
し
て
い
る
女

性
が
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

　
働
く
場
で
活
躍
し
た
い
と
い
う
意

欲
あ
る
女
性
が
個
性
と
能
力
を
十
分

に
発
揮
で
き
る
働
き
や
す
い
職
場
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
は
、
今
後
企
業

が
中
長
期
的
に
成
長
し
て
い
く
た
め
に

必
要
な
多
様
で
優
秀
な
人
材
の
確
保

や
、
生
産
性
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
県
で
は
、
長
時
間
労
働
の
抑
制
や

休
暇
の
取
得
促
進
な
ど
、
男
女
が
と

も
に
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
環

境
整
備
に
積
極
的
に
取
り
組
む
企
業

や
団
体
と
と
も
に
、
女
性
が
活
躍
で

き
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。
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応募方法 同盟の取組

　
女
性
の
活
躍
推
進
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
男
性
を
含
め

た
す
べ
て
の
社
員
の
働
き
方
の
見
直
し
や
、※

ワ
ー
ク・ラ

イ
フ・バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
向
け
た
職
場
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
む
企
業
を
支
援
し
て
い
ま
す
。　

※

ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）と
は
、一人
ひ
と
り

が「
仕
事
」と「
生
活（
育
児
や
介
護
、
地
域
活
動
な
ど
）」と
の
調
和
が

と
れ
、
そ
の
両
方
が
充
実
し
て
い
る
と
実
感
で
き
る
状
態
の
こ
と
で
す
。

　
優
秀
な
人
材
の
確
保
や
従
業
員
の
職
場
定
着
、
就
業

規
則
の
見
直
し
な
ど
の
取
組
に
つ
い
て
、
相
談・助
言
に

応
じ
る
社
会
保
険
労
務
士
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
企

業
に
派
遣
し
ま
す
。
す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
の
事

例
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
合
わ
せ
て

サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

  

出
張
！
県
政
お
は
な
し
講
座

　
県
職
員
が
出
向
い
て
、
男

女
が
共
に
仕
事
と
家
庭
を
両

立
で
き
る
、
働
き
や
す
い
職
場

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
メ

リ
ッ
ト
や
身
近
な
モ
デ
ル
と
な

る
取
組
事
例
、
支
援
制
度
な

ど
を
説
明
し
ま
す
。
企
業
内

研
修
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

を
発
足
！

職
場
環
境
改
善
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

和
歌
山
で
働
く
女
性
応
援
サ
イ
ト

「
Ｈ
ａｐ
ｐ
ｙ　

Ｗ
ｏｒ
ｋ
ｅｒ（
ハ
ッ
ピ
ー
ワ
ー
カ
ー
）」

　
女
性
が
仕
事
と
家
庭
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
職
場

環
境
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
む「
働
く
女
性
応
援
企

業
」や
、
や
り
が
い
を
持
っ
て
働
く
魅
力
的
な
女
性「
ハ
ッ

ピ
ー
ワ
ー
カ
ー
」の
姿
を
広
く
発
信
し
、
企
業
や
働
く
女

性
を
応
援
し
ま
す
。

「ジョブカフェわかやま」は、県がハローワーク等の
関係機関と連携し、若年者をはじめ、再就職を考
えている女性や高齢者、UIターン就職を支援する
ワンストップセンターです。キャリアカウンセリン
グから職場定着に関する相談まで、仕事に関する
ことなら、どんな事でもお気軽にご相談ください！

開設時間　９:３０～１８：００
休館日　　毎週火曜日・祝日・年末年始
和歌山市本町１丁目２２番地 Wajima本町ビル
（若年者就職支援）☎073-402-5757　FAX 073-424-5670
（再就職支援）　　☎073-421-8080　FAX 073-424-0230

雇
用
関
係
助
成
金

　
職
場
環
境
の
改
善
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
、

人
材
育
成
な
ど
の
取
組
に
対
す
る
国
の
助
成
金
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
、
和
歌
山
労
働
局
ま
た
は
ハロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で

女性が活躍できる環境整備を促進
じょせいはたら

しえんしょくばかんきょう
かつやく

かんきょうせいび そくしん働きやすい職場環境づくりを支援

県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
参
加
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
後
、
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
県
庁
青
少
年・男
女
共
同
参
画
課
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

ト
ッ
プ
や
管
理
職
向
け
の
意
識
改
革
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
実
施

● 

女
性
従
業
員
に
向
け
た
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
実
施

● 

参
加
企
業
等
間
の
情
報
交
換
会
を
実
施

● 

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
参
加
企
業
等
を
紹
介

● 

県
が
作
成
す
る
就
職
ガ
イ
ド
な
ど
で
参
加
企
業
等
で
あ
る
こ
と
を
紹
介

● 

優
れ
た
取
組
を
行
って
い
る
参
加
企
業
等
を
表
彰

①
参
加
資
格
を
満
た
す
企
業
等
を
募
集

 

募
集
締
切　
８
月
31
日（
木
）

②
女
性
の
活
躍
に
取
り
組
む
企
業
等
を
組
織
化

 

女
性
活
躍
企
業
同
盟
発
足
式

 

10
月
24
日（
火
）予
定

 

● 

証
明
書
の
交
付

 

● 

記
念
講
演

③
特
に
優
れ
た
取
組
を
行
う
企
業
等
を
顕
彰

 

女
性
活
躍
推
進
賞
表
彰
式

 

平
成
30
年
２
月
予
定

 

女
性
活
躍
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

　
県
で
は
、
男
女
公
正
な
採
用・登
用・育
成
や
、
女
性

が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
に
率
先
し
て
取
り
組

む
企
業
等
を
組
織
化
し
た「
女
性
活
躍
企
業
同
盟
」を

新
た
に
発
足
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
女
性
の
活
躍
推
進

に
か
か
る
気
運
を
高
め
、
構
成
の
企
業
等
だ
け
で
な
く
、

県
内
す
べ
て
の
企
業
等
の
自
主
的
な
取
組
を
拡
充
し
、

働
き
た
い
女
性
が
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境

整
備
を
促
進
し
ま
す
。

「働く女性応援企業」を募集！
あなたの会社も「働く女性応援企業」に登録しませんか？

「ハッピーワーカー」の推薦もお待ちしています。

県庁青少年・男女共同参画課 ☎073-441-2510問県庁労働政策課　☎073-441-2790問

『女性活躍企業同盟』参加企業等募集中！

和歌山県若年者就職支援センター・和歌山県再就職支援センター

ジョブカフェわかやま

雇用関係助成金

派
遣
対
象
事
業
者 

従
業
員
が
３
０
０
人
以
下
の

 

県
内
に
事
業
所
を
有
す
る
企
業
等

派
遣
費
用 

無
料

募
集
企
業
数 

30
企
業（
先
着
順
）

派
遣
回
数 

１
企
業
に
つ
き
３
回
程
度

女
性
活
躍
企
業
同
盟

じ
ょ
せ
い
か
つ
や
く
き
ぎ
ょ
う
ど
う
め
い

ほ
っ
そ
く

参 加 条 件 県の支援
⑴
県
内
に
事
業
所（
支
店
等
を
含
む
）が
あ
る
企
業
お
よ
び
団
体
で
あ
る
こ
と

⑵
女
性
活
躍
企
業
同
盟
の
参
加
資
格
を
満
た
す
こ
と

　
参
加
資
格

　
１ 「
働
く
女
性
の
活
躍
を
応
援
す
る
企
業
」と
宣
言
す
る
こ
と
。

　
２ 

女
性
の
能
力
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
取
組
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

　
　
①
男
女
の
別
な
く
公
正
な
採
用
、
育
成
、
評
価
、
登
用
に
取
り
組

む
こ
と
を
経
営
や
人
事
の
方
針
と
し
、
会
社
案
内
や
募
集
案
内
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
明
示
し
て
い
る
こ
と
。

　
　
②
男
女
の
別
な
く
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
め
ざ
す
従
業
員
に
、
資
格
取

得
や
研
修
受
講
に
対
す
る
支
援
を
し
て
い
る
こ
と
。

　
３ 

女
性
が
継
続
し
て
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
整
備
し
、
全
従
業
員

に
周
知
し
て
い
る
こ
と
。

　
　
①
育
児・介
護
休
業
法
に
規
定
す
る
育
児・介
護
休
業
、
子
の
看
護

休
暇
、
介
護
休
暇
、
時
間
外
労
働・深
夜
業
の
制
限
、
所
定
外
労

働
の
制
限
、
所
定
労
働
時
間
の
短
縮
措
置
に
つ
い
て
の
規
定
を
整

備
し
、
就
業
規
則
に
明
記
し
て
い
る
こ
と
。

　
　
②
事
業
所
全
体
で
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
や
残
業
時
間
を
減
ら
す

取
組
を
し
て
い
る
こ
と
。

　
　
③
継
続
就
労
への
不
安
解
消
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

の
た
め
の
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
る
こ
と
。

4平成29年8月号5 平成29年8月号



〒649-1123 由良町大引961-1
☎0738-65-2351 FAX0738-65-2352

白崎青少年の家
せいしょうねんしらさき いえ

紀北青少年の家
〒649-7112 かつらぎ町中飯降1317-3
☎0736-22-5530 FAX0736-22-5531

紀北青少年の家
きほく せいしょうねん いえ

感動体験！ファミリーフィッシング
釣り、竿作り、仕掛け作りなど
時：9月30日（土）～10月1日（日）
対・定：家族 10組　
費：3,200円～4,020円/人＋1,000円/
家族
申：9月16日まで

かんどうたいけん

白崎自然学校
野外炊飯、自然体験、釣り、星空観
察、テント泊など
時：9月16日（土）～18日（祝）2泊3日
対・定：小学4年～中学3年生 20人 
費：6,000円～6,820円
申：9月2日まで

しらさきしぜんがっこう

紀北青少年の家
〒649-3502 串本町潮岬669
☎0735-62-6045 FAX0735-62-0182

しおのみさきせいしょうねん いえ

潮岬青少年の家

おもしろらんど「第13回夏祭り」
クラフト教室、フリーマーケットなど
時：8月26日（土）10:00～16:00

かいなつまつだい

海・山・川よくばりツアー
本州最南端の海・山・川を満喫！
時：9月16日（土）～18日（祝）2泊3日
対・定：小学4年～高校3年生 20人
費：9,800円
申：8月30日まで

うみ　やま　かわ

自然の中で心はぐくむ
体験がいっぱい！

せいしょうねん いえ

青少年の家

仲間と踊ろう郷土の夕べ
次世代へ継承する盆踊り大会、各種
模擬店、打ち上げ花火など
時：8月26日（土）19:00～22:00

○○青少年の家　

なかま おど きょうど ゆう

みんなで川遊び！
～川の生き物を探そう～

川遊びで自然に触れよう！
時：9月9日（土）～10日（日）1泊2日
対・定：小学4～6年生 40人
費：3,500円
申：8月26日まで

かわ

かわあそ

もの さがい

※申し込みには、参加者全員の住所、氏名、
年齢(学年)、電話番号などが必要です。

　Eメール、FAXで申し込まれた場合は
電話で確認してください。詳しくは各
施設へ

心の輪を広げる体験作文・
 障害者週間のポスター

【作文の部】
テーマ：障害のある人とない人との
心のふれあいの体験
対：小学生（特別支援学校含む）以上
規格：400字詰め原稿用紙で小・中学生
は2～4枚、高校生・一般は4～6枚程度
【ポスターの部】
テーマ：障害の有無にかかわらず誰
もが能力を発揮して安全に安心し
て生活できる社会の実現
対：小・中学生（特別支援学校含む）
規格：B3判・四つ切り画用紙縦長、
中学生は標語または文字の挿入可
（小学生は不可）
申・問：郵送、持参で住所、氏名（ふ
りがな）、 年齢（生年月日）、職業ま
たは学校名（学年）、電話（FAX）番号
を記入した用紙と作品を9月8日ま
でに県庁障害福祉課

こころ わ ひろ たいけんさくぶん

しょうがいしゃしゅうかん

視覚障害者対象パソコン講習会
時：9月24日・10月29日・11月26日
いずれも日曜9:30～15:30 
場：和歌山ビッグ愛（和歌山市）
定：5人
申・問:郵送、電話、FAX、Eメールで
住所、氏名、年齢、性別、電話（FAX）
番号を9月16日までに県立点字図書館 
〒640-8319和歌山市手平2-1-2
和歌山ビッグ愛5階
☎073-488-5721 FAX073-488-5731
　 wakaten@msj.biglobe.ne.jp

こうしゅうかいしかくしょうがいしゃたいしょう

中高生読書まつり POPコンクール
おすすめの本を紹介するPOPを募集
対：県内在住・在学の中学・高校生（特
別支援学校含む）または中学・高校生
相当の年齢
申・問：郵送、持参で作品裏面に住所、
氏名、年齢、学校名、対象図書の書
名・著者名を記入した用紙を貼付し、
9月5日～10月13日までに県立図
書館 〒641-0051和歌山市西高松
1-7-38 ☎073-436-9500

ちゅうこうせいどくしょ ポップ

県統計グラフコンクール
統計グラフの作品を募集
対：第1部（小学1・2年生）、第2部（小学
3・4年生）、第3部（小学5・6年生）、第4
部（中学生）、第5部（高校生以上）、パソ
コン統計グラフの部（小学生以上）
規格：B2判
申・問：郵送、持参で9月8日までに
県統計協会（県庁調査統計課内）

けんとうけい

UIターンフェア
県内企業の人事担当者との面談会
時・場：①8月11日（祝）13:00～16:00
ガーデンホテルハナヨ（田辺市）
②8月15日（火）13:00～16:30 
新宮市福祉センター
③8月21日（月）13:00～17:00 
ホテルグランヴィア和歌山（和歌山市）
対：一般求職者、平成30年3月卒業
見込みの大学・短大・高専・専門学校
生（既卒3年以内の方を含む）
問：県庁労働政策課

※手話通訳は要予約

ユーアイ

和歌山県立図書館　 

UIわかやま就職ガイド　

あなたの作品募集 !!

お盆Ｕターン相談会
移住相談や就職相談など
時：8月14日（月）13:00～16:00
場：Wajima本町ビル（和歌山市）
申・問：電話、FAX、Eメールで住所、
氏名、電話番号、希望時間を8月14日
までにわかやま定住サポートセンター
☎073-422-6110 FAX073-422-6150
　 wakayama-teijyu01@bz04.plala.or.jp

ユーぼん そうだんかい

県立産業技術専門学院体験入学
時：9月2日（土）9:30～
場：①和歌山産業技術専門学院（和歌山
市）②田辺産業技術専門学院（田辺市）
対：中学・高校生、一般
申・問：電話、FAX、インターネット
で氏名、電話番号、出身校名、体験
希望科（①は総合実務科除く）を8月
31日までに各会場
①☎073-477-1253 FAX073-477-1254
②☎0739-22-2259 FAX0739-22-3123

身体障害者パソコンボランティア
外出困難な在宅の身体障害者に、自
宅などでパソコン操作を支援する
ボランティアを養成・派遣
①ボランティア養成講座
時：9月16日（土）・17日（日）いずれも
9:30～15:30 
場：和歌山ビッグ愛（和歌山市）
定：5人
②ボランティア派遣
時・場：随時 身体障害者の自宅など
対：外出困難な在宅の重度身体障害者
①②共通
申・問:郵送、電話、FAX、Eメールで住
所、氏名、年齢、性別、電話（FAX）番号
を①9月9日までに県立点字図書館 
〒640-8319和歌山市手平2-1-2
和歌山ビッグ愛5階
☎073-488-5721 FAX073-488-5731
　 wakaten@msj.biglobe.ne.jp

しんたいしょうがいしゃ

県文化表彰受賞記念展
昨年度文化表彰受賞者の作品を紹介
時：8月25日～9月3日 9:30～17:00
場：県民文化会館(和歌山市)
問：県庁文化学術課

けんぶんかひょうしょうじゅしょうきねんてん

わかふるコンサート
風土記の丘 古民家コンサート
時：9月9日（土）13:30～
場：県立紀伊風土記の丘「旧柳川家
住宅」（和歌山市）
定：50人
問：県民文化会館 ☎073-436-1331

※全席自由。未就学児は入場不可

駐車監視員資格者講習
時：9月12日（火）・13日（水）
いずれも9:00～18:00
考査日 9月20日（水）9:00～10:30
場：和歌山ビッグ愛（和歌山市）
定・費：18人 　　  20,000円
申：9月4日まで
問：県警察本部交通指導課駐車違反
取締センター ☎073-473-0356

ちゅうしゃかんしいんしかくしゃこうしゅう

「公の施設」の指定管理者
平成30年3月末で指定管理期間が
満了する施設の指定管理者を募集
します。施設ごとで募集期間は異
なりますので、各所管課室にお問い
合わせください。
【募集予定施設一覧】
県立情報交流センターBig・U（田辺市）
問：県庁情報政策課
県NPOサポートセンター（和歌山市）
問：県庁県民活動団体室
県立紀北青少年の家（紀北公園を含
む。）（かつらぎ町）
県立白崎青少年の家（由良町）
県立潮岬青少年の家（串本町）
問：県庁青少年・男女共同参画課
和歌山マリーナ（ディンギー）、和歌
山マリーナ（クルーザー）、和歌浦漁
港・加太みなとまち（和歌山市）
問：県庁港湾空港振興課
和歌山ビッグ愛、和歌山ビッグホ
エール、武道・体育センター和歌山
ビッグウエーブ（和歌山市）
問：県教育庁スポーツ課

しせつ していかんりしゃおおやけ

9・10月開始の職業訓練受講生
就職に有利な専門知識や技能を修得
科目：①パソコン基礎科②パソコン応
用科③パソコン経理事務基礎科
④OA営業事務員養成科⑤溶接加工科
⑥住環境計画科⑦電気設備技術科
⑧機械加工NC科⑨OA医療調剤事務
科⑩パソコン・総務経理事務科
⑪OA事務科（ビジネス）（障害者対象）
場：①～⑧⑪和歌山市⑨岩出市⑩田
辺市
申・問：ハローワーク（申込締切日あり）
※詳しくはWEBサイトを要確認

しょくぎょうくんれんじゅこうせいがつかいし

和歌山労働局　職業訓練　

和歌山県民文化会館　

WAKAYAMA LIFE　

けんりつさんぎょうぎじゅつせんもんがくいんたいけんにゅうがく

参加者募集・イベント案内など

県庁・県教育庁
☎073-432-4111（代表）
〒640-8585　○○○課あて
（県庁の住所記入不要）
和歌山県のWEBサイトは

http://www.pref.wakayama.lg.jp/

時…期日・時間　場…場所・会場
対…対象・資格　定…定員　費…費用
申…申込・応募方法　問…問合せ　
　 …Eメール　　　…県ウェブサイトでも掲載
　　…ウェブサイトを検索
＊は県庁の敷地内にはありません

各振興局代表電話
海　草 県庁代表と同じ
　健康福祉部 ☎073-482-0600
　建設部 ☎073-423-3281
那　賀 ☎0736-63-0100
伊　都 ☎0736-34-1700
　健康福祉部 ☎0736-42-3210
有　田 ☎0737-63-4111
日　高 ☎0738-22-3111
　健康福祉部 ☎0738-22-3481
西牟婁 ☎0739-22-1200
東牟婁 ☎0735-22-8551
　健康福祉部
　串 本 支 所 ☎0735-72-0525
　串本建設部 ☎0735-62-0755

おしらせおしらせ

紀の川橋本SUMMERBALL（橋本市）紀の川橋本SUMMERBALL（橋本市）

67 平成29年8月号平成29年8月号 メールマガジン「わかやま通信」 facebook「和歌山県庁」 ブログ「ほっと！和歌山県」　



防災啓発研修
テーマ：震災への備え
時：8月20日（日）13：30～15：30
場：紀美野町文化センター
定：200人
申・問：郵送、FAX、Eメールで氏名、
電話（FAX）番号、参加人数を8月11
日までに県庁防災企画課 
FAX073-422-7652　
　 e0114001@pref.wakayama.lg.jp

※手話通訳・要約筆記は要予約

ぼうさいけいはつけんしゅう

「みんなに男女共同参画」提案事業
地域活動団体から男女共同参画に向
けた提案事業を募集（委託費上限額
は7万円）
対：県内の地域活動団体・グループ
採択数：5事業 
申・問：郵送、持参で所定の提案書
（申込先、ＷＥＢサイトで配布）を9月
30日までに県男女共同参画センター
〒640-8319和歌山市手平2-1-2和歌
山ビッグ愛9階 ☎073-435-5245

だんじょきょうどうさんかく ていあんじぎょう

戦没者遺児による
慰霊友好親善事業参加者

本年度は19コース（各コースによ
り実施時期、申込締切日を設定）を
8月～平成30年3月にかけて実施
対：対象地域で戦没された方の遺児
申・問：郵送、電話で県遺族連合会　
〒640-8146和歌山市一番丁3
☎073-424-5813

いれいゆうこうしんぜんじぎょうさんかしゃ

せんぼつしゃいじ

地域防災リーダー育成講座
「紀の国防災人づくり塾」
地域や企業などで防災に関わる中
心的な担い手を育成。修了者には
防災士試験の受験資格を付与。最
終日、希望者に防災士試験を実施
時：①10月1日、11月26日、12月
10日、平成30年1月21日
②10月15日、11月12日、12月3
日、平成30年1月28日 
いずれも日曜9:00～17:00
場：①和歌山市役所②那智勝浦町体
育文化会館
対：県内在住・在勤・在学の16歳以上
で全講座出席可能な方
定：①45人 ②55人
費：無料（ただし、防災士試験費用は
別途必要）
申・問：郵送、FAX、Eメールで所定の
申込書（申込先、振興局総務県民課、
市町村、WEBサイトで配布）を8月
10～31日までに県庁防災企画課
FAX073-422-7652
　 e0114001@pref.wakayama.lg.jp

※手話通訳・要約筆記は要予約

いくせいこうざ

じゅくくにぼうさいひとき

ちいきぼうさい

危険物取扱者保安講習会
時・場：①10月5・6日 有田市文化福祉
センター②10月17～20日 プラザ
ホープ（和歌山市）③11月2日 那智勝
浦町体育文化会館④11月7日 紀南文
化会館（田辺市）
対：危険物製造所などで危険物取扱
作業に従事し、原則前回（平成26年
度）受講した方
費：4,700円（テキスト代など）
申：持参で所定の申込書（申込先で
配布）を8月21～25日に振興局総
務県民課（海草を除く）、問合先（協
会は郵送可）
問：県危険物安全協会
〒640-8269和歌山市小松原通1-1-7
サンケイビル5階 ☎073-425-3556

きけんぶつとりあつかいしゃほあんこうしゅうかい

消防設備士講習
時・場：①10月20日 佐野会館（新宮
市）②10月26・27日、11月16・17
日 プラザホープ（和歌山市）③10月
31日 紀南文化会館（田辺市）
対：消防設備士免状交付日以後にお
ける最初の4月1日から2年以内ま
たは前回講習受講日以降における
最初の4月1日から5年以内の方
費：7,000円（テキスト代など）
申：持参で所定の様式（申込先で配布）
を9月4～8日に振興局総務県民課（海
草を除く）、問合先（協会は郵送可）
問：県消防設備保守協会 
〒640-8249和歌山市雑賀屋町52
南方ビル3階 ☎073-402-2657

しょうぼうせつびしこうしゅう

赤十字県民大学
①健康と病気の講座（6回）
②家庭での介護の講座（6回）
③病気と食物の講座（6回）
時：9月16日～平成30年2月17日の
指定する土曜10：00～12：00
場：日赤和歌山医療センター（和歌山市）
定：①200人②③各50人
費：無料（テキスト代別）
申・問：往復ハガキで講座名、住所、
氏名（フリガナ）、年齢、電話番号を8
月1～31日までに日赤和歌山医療セ
ンター社会課
〒640-8558和歌山市小松原通4-20 
☎073-422-4171

せきじゅうじけんみんだいがく

子どもといっしょに！
「みんな、たいせつ」

幼児向け人権啓発プログラムを子
どもと一緒に体験
時・場：①8月26日（土）岩出市民俗資
料館②8月27日（日）田辺市文化交流
センター いずれも10：00～12：00
対：3～5歳児とその保護者
定：各20組
申：電話、FAX、Eメールで住所、氏
名、子どもの氏名・年齢、電話番号、
会場名を問合先
問：県人権啓発センター 〒640-8319
和歌山市手平2-1-2和歌山ビッグ愛2階 
☎073-435-5420 FAX073-435-5421
　 isshoni@w-jinken.jp

こ

和歌山県民文化会館　

和歌山県人権啓発センター　和歌山県消防設備保守協会　

和歌山県危険物安全協会　

和歌山県立橋本体育館　

北方領土標語募集　

県就農支援センター
①ウィークエンド農業塾受講生
時：9月2日～10月29日 全10日
②技術修得研修受講生
時：10月16日～平成30年2月9日 全
25日
定：①15人 ②8人 
費：無料（傷害保険料別）
①②共通
場：県就農支援センター（御坊市）
申・問：郵送、FAX、Eメールで所定の
申込書（申込先、ＷＥＢサイトで配布）
を①8月18日②9月14日までに会場 
〒644-0024 御坊市塩屋町南塩屋724
☎0738-23-3488 FAX0738-23-3489
　 e0716011@pref.wakayama.lg.jp

けんしゅうのうしえん

難病患者の就労・年金・療養相談会
時・場：①8月23日（水）橋本保健所
②8月31日（木）御坊保健所
③9月6日（水）東牟婁振興局（新宮市）
④9月14日（木）西牟婁振興局（田辺市）
①②④13:30～16:30③13:00～16:00
対：難病患者とその家族
定：各15人
申・問：電話、FAXで住所、氏名、電
話（FAX）番号、会場、相談内容を①8
月14日②17日③23日④31日までに
県難病・子ども保健相談支援センター
☎073-445-0520 FAX073-445-0603
　　 ※手話通訳は要予約

しゅうろうなんびょうかんじゃ ねんきん りょうようそうだんかい

劇団四季「アンデルセン」
時：9月2日（土）18:30～
場：県民文化会館（和歌山市）
定：1,989人（全席指定） 要整理券
費：S席8,500円、A席6,000円、
B席3,000円
申・問：郵送、電話、インターネットで
会場
〒640-8269和歌山市小松原通1-1
☎073-436-1331　
※各プレイガイドでも発売

※一時保育希望者は要予約。未就
学児は入場不可

げきだんしき

小児の炎症性腸疾患講演会
時：9月9 日（土）13:30～15:30
場：県立医科大学（和歌山市）
対・定：患児と家族・教育・医療・保健・
福祉関係者 50人
申・問：電話、FAXで、氏名、電話番
号を8月29日までに県難病・子ども
保健相談支援センター
☎073-445-0520 FAX073-445-0603  

※手話通訳・要約筆記・一時保育は要予約

しょうに えんしょうせいちょうしっかんこうえんかい

記念講演
①県文化表彰受賞記念講演
講師：昨年度文化賞受賞の免疫学者 
菊谷仁氏
②旧和歌山県議会議事堂「重要文化
財指定」記念講演
講師：東京文化財研究所長 亀井伸雄氏
時：①8月30日（水）18:00～19:00
②9月11日（月）18:00～19:30
場・定：①県立医科大学紀三井寺キャ
ンパス講堂（和歌山市） 300人
②旧和歌山県議会議事堂（岩出市） 
200人
①②共通
申・問：郵送、FAX、Eメールで住所、
氏名、電話番号、希望人数を①8月
23日②9月4日までに県庁文化学術
課 FAX073-436-7767
　 e0221001@pref.wakayama.lg.jp

※手話通訳あり

きねんこうえん

北方領土に関する標語・
キャッチコピー

北方領土について広く認識しても
らい、返還の気運を高めるため、標
語・キャッチコピーを募集
募集期間：9月30日まで
申：郵送、FAX、Eメールで応募用紙
（WEBサイトで配布）を（株）公募ガ
イド社 〒160-0002 東京都新宿区
四谷坂町10-10 7階　
☎03-5312-1011 FAX03-5312-1601
　  hoku@koubo.co.jp

ほっぽうりょうど かん ひょうご

クラウドファンディング
活用セミナー・個別相談会
講師：菊地凌輔氏[（株）サイバーエー
ジェント・クラウドファンディング
関西支社長]
時：8月31日(木)14:00～16:30
場：和歌山ビッグ愛（和歌山市）
対・定：県内の中小企業者など50人
（個別相談は5人）
申・問：郵送、FAX、Eメールで所定
の申込書（申込先、WEBサイト、振
興局企画産業課で配布）を8月21日
までに県庁商工振興課
FAX073-422-1529 　
　 e0603001@pref.wakayama.lg.jp 

かつよう こべつそうだんかい

わかやま地域データ活用
セミナー 2017

講演「データから見えるまちの経
済」と地域活動に役立つ様々なデー
タの集め方や活用方法に関する
ワークショップ
時：8月26日(土) 13:00～16:30
場：県ＪＡビル（和歌山市）
定：60人　
申・問：郵送、FAX、Eメールで所定の
申込書（申込先、WEBサイトで配布）
を8月21日までに県庁企画総務課
FAX073-422-1812  　
　 e0201001@pref.wakayama.lg.jp 

ちいき かつよう

キッズスポーツ
トレーニングスクール

時：8月23日、9月6・13日、10月4・18
日、11月1・15・22・29日、12月13日 
いずれも水曜16:00～17:00（全10回）
場：県立橋本体育館（橋本市）
対：4歳～小学1年生
定・費：30人 　　  3,600円
申・問：申込書（申込先で配布）を会場
橋本市北馬場455 ☎0736-32-9660
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しけん 職業訓練指導員
時：10月15日(日）14:00～
場：県民文化会館(和歌山市)
費：3,100円（受験手数料）
願書配布：申込先、各産業技術専門
学院、振興局、県職業能力開発協会
申・問：郵送で8月21日～9月1日に
県庁労働政策課　

しょくぎょうくんれんしどういん

採石業務管理者
時：10月13日（金）10:00～12:00
場：*県自治会館（和歌山市)
費：8,000円（受験手数料）
願書配布：申込先、振興局建設部
申・問：郵送で9月12日までに県庁
砂防課

さいせきぎょうむかんりしゃ

危険物取扱者
時：10月22日（日）9:30～
場：和歌山市、橋本市、田辺市
 （受験票で通知）
費：甲種 5,000円、乙種 3,400円、
丙種 2,700円
願書配布：申込先、県庁危機管理・消
防課、振興局総務県民課、市町村、
消防本部
申・問：郵送（簡易書留）で8月22～8
月31日（インターネットは8月19～
28日17:00まで）に消防試験研究セ
ンター和歌山県支部
〒640-8137和歌山市吹上2-1-22 
日赤会館6階 ☎073-425-3369　

きけんぶつとりあつかいしゃ

高圧ガス製造保安責任者・
販売主任者

時：11月12日（日）9:30～
場：和歌山工業高校（和歌山市）
費：5,500～9,000円（受験手数料）
願書配布：申込先、県庁危機管理・消防
課、振興局総務県民課（海草を除く）、
消防本部（和歌山市を除く）、太地町
申・問：郵送、持参、インターネット
で8月21日～9月1日（インターネッ
トは17:00まで）に高圧ガス保安協
会和歌山県試験事務所
〒640-8269和歌山市小松原通1-1-7 
サンケイビル5階 ☎073-432-1896

せいぞうほあんせきにんしゃ

はんばいしゅにんしゃ

こうあつ

高等学校卒業程度認定（第2回）
時：11月11日（土）・12日（日）
場：ルミエール華月殿（和歌山市）
願書配布：問合先、県教育センター
学びの丘、教育支援事務所（那賀分
室・西牟婁を除く）
申：郵送で8月31日～9月14日に文
部科学省
問：県教育庁県立学校教育課

こうとうがっこうそつぎょうていどにんてい かいだい

液化石油ガス設備士
時・場：【筆記】11月12日（日）9:30～
*県LPガス会館（和歌山市）
【技能】12月3日（日）10:00～
農協物流わかやま（海南市）
費：書面申請20,700円、電子申請
20,200円（受験手数料）
願書配布：申込先、県庁危機管理・
消防課
申・問：郵送、持参、インターネット
で8月21日～9月1日（インターネッ
トは17:00まで）に県液化石油ガス
設備士試験事務所
〒640-8341和歌山市黒田102-1
県LPガス協会内 ☎073-475-4740

えきかせきゆ せつびし

中学校卒業程度認定
時・場：10月26 日(木) 県立情報交
流センター Big・U（田辺市）
願書配布：問合先
申：郵送で8月21日～9月8日に文
部科学省
問：県教育庁義務教育課

ちゅうがっこうそつぎょうていどにんてい

職業訓練指導員採用
時：【1次】9月30日(土)
 【2次】10月29日（日）
場：和歌山産業技術専門学院（和歌山市）
採用予定人数：自動車工学科1人程度
受験資格：職業訓練指導員（自動車整
備科）の免許を取得または取得見込み
で昭和53年4月2日以降に生まれた方
勤務場所：和歌山産業技術専門学院
願書配布：申込先、県人事委員会事
務局、振興局総務県民課、会場
申・問：郵送、持参で9月13日までに
県庁労働政策課　

行政書士
時：11月12日（日）13:00～16:00
場：和歌山ビッグ愛（和歌山市）
費：7,000円（受験手数料）
願書配布：県庁市町村課、振興局総
務県民課、県行政書士会
申・問：郵送（指定封筒）で8月7日～9月
8日（インターネットは9月5日17:00
まで）に行政書士試験研究センター
〒252-0299日本郵便株式会社相模
原郵便局留 ☎03-3263-7700

県職員採用
①県職員採用Ⅲ種
試験区分・採用予定人数：一般事務
2人、学校事務12人、警察事務7
人、土木2人
受験資格：平成5年4月2日～平成12
年4月1日に生まれた方※大学（短大
を除く)における在学期間が平成30
年3月末日で2年を超える方を除く
②県資格免許職職員
試験区分・採用予定人数：診療放射
線技師1人、学校栄養職員1人、船
舶職員1人
受験資格：昭和53年4月2日以降に
生まれた方で資格免許取得者または
取得見込者（詳細は試験案内参照）
①②共通
時：9月24日（日）
場：星林高校（和歌山市）、田辺工業
高校（田辺市）、新宮高校（新宮市）
願書配布：申込先、県パスポートセ
ンター、振興局総務県民課など
申・問：郵送、インターネットで8
月7～25日に県人事委員会事務局
　

けんしょくいんさいよう

高圧ガス保安協会　

消防試験研究センター　

行政書士試験研究センター　

高圧ガス保安協会　

しょくぎょうくんれんしどういんさいよう

毎月勤労統計調査
雇用労働者の賃金や労働時間、雇
用の変動を毎月調査しています。
調査対象事業所を把握するため、
統計調査員が8月から9月にかけて
事業所を訪問しますので、ご協力
をお願いします。
対：和歌山市、御坊市、田辺市、白浜町
問：県庁調査統計課 

まいつききんろうとうけいちょうさ

野菜フェスタ
 in WaKaYaMa 2017
「あっぱれ紀州の野菜の底力」をテー
マにした講演・展示やイベントなど
時：8月27日（日）10:00～16:00
場：フォルテワジマ、ブラクリ丁
（和歌山市）
問：「野菜でげんき・和歌山」応援隊
☎073-454-0667

やさい

ワ　　カ　　ヤ　　マイン

「みんなにやさしい、
みんなにうれしい。

ユニバーサルデザイン」
ユニバーサルデザインについて考
えたり、色覚特性や高齢者の擬似
体験など
時：8月14日～9月1日（日曜除く）
9:30～17:00
場：和歌山ビッグ愛（和歌山市）
問：県人権啓発センター
☎073-435-5420

後継者を求める事業主の方へ
後継者を求める事業主と意欲ある県
外からの移住（希望）者のマッチング
を支援する「移住者継業支援プロ
ジェクト」に登録する事業主を募集
します。
問：県庁移住定住推進課

もと かたこうけいしゃ じぎょうぬし

中退共　

わかやまリレーマラソン
～パンダＲＵＮ～

部門：①ファミリーの部②ハーフリ
レーマラソン③フルリレーマラソン
時・場：10月21日（土） 田辺スポーツ
パーク（田辺市）
対：②③小学生以上
定・費：①1,000人無料②③200チーム
2,000円/人（小・中学生1,000円） 
申：インターネット①モシコム②③ラ
ンネットで9月13日までにエントリー
問：わかやまリレーマラソン実行委
員会 ☎073-441-3753 

和歌山大学
南紀熊野サテライト受講生

①大学院科目等履修生（2科目）
②学部開放授業受講生（4科目）
※科目など詳しくは要問合せ
時：10月～平成30年2月（金曜夜間
および土・日曜日に開講）
場：県立情報交流センターBig・U、秋
津野ガルテン（田辺市）、新宮信用金
庫（新宮市）
対・定：①大卒者または同等以上の学力
があると認められる方 各10人　
②18歳以上の方 各15～30人
申・問：郵送で所定の申込書（申込先、
WEBサイトで配布）を①8月31日②9
月14日までに
①和歌山大学学務課学務第二係
〒640-8510和歌山市栄谷930
☎073-457-7805
②和歌山大学南紀熊野サテライト
〒646-0011田辺市新庄町3353-9
 ☎0739-23-3977

わかやまだいがく

じゅこうせいなんきくまの

和歌山大学南紀熊野サテライト

わかやまリレーマラソン パンダRUN

高野・熊野特区通訳案内士
外国語による特区内の通訳案内（有
償）資格取得
時：9 月～平成30年3月（研修・試験）
対：【英語】TOIEC750点以上または英
検2級以上、【中国語】中検2級以上、
【フランス語】仏検2級以上、【スペイ
ン語】西検3級以上の語学力がある方
定：100人程度
申・問：郵送、FAX、Eメールで所定
の申込書（申込先、ＷＥＢサイトで
配布）を8月31日までに県庁観光交
流課 FAX073-427-1523
　 e0625001@pref.wakayama.lg.jp

夏休み食の安全親子教室　
食品工場へ行ってみよう！

時：8月23日（水）10:30～12:00
場：オーデリカファクトリー（和歌山市）
対：小学3～6年生と保護者
定：12組24人 
申・問：郵送、FAX、Eメールで住所、
児童氏名（年齢）、保護者氏名（年齢）、
電話番号を8月16日までに県庁食
品・生活衛生課 
FAX073-432-1952
　 e0316001@pref.wakayama.lg.jp

なつやすこうや くまのとっくつうやくあんないし しょく

しょくひんこうじょう い

あんぜんおやこきょうしつ

生活教養講座
今話題の生活情報や住宅耐震化、消費
者被害に遭わない知識など幅広く学ぶ
時：9月6日～10月25日の水曜（全
8回）いずれも13:30～15:00
場：和歌山ビッグ愛（和歌山市）
定：各40人　
申・問：郵送、電話、FAXで住所、氏
名、電話番号を8月25日までに県消
費生活センター 〒640-8319和歌
山市手平2-1-2和歌山ビッグ愛8階
☎073-433-1551 FAX073-433-3904

せいかつきょうようこうざ

和歌山県消費生活センター

WAKAYAMA LIFE　

和歌山県人権啓発センター　

中小企業退職金共済制度
掛金は全額非課税で、管理が簡単
な退職金制度です。国が掛金の一
部を助成します。
問：中小企業退職金共済事業本部　
☎03-6907-1234

ちゅうしょうきぎょうたいしょくきんきょうさいせいど

ラン

ぎょうせいしょし

1011 平成29年8月号平成29年8月号



 青字施設 は65歳以上、
障害者、高校生以下、外国
人留学生などは入場無料
 赤字施設 は入場無料
　は展示　　はイベント

催し催し

夏休みモノづくり体験（ハニワ・まが玉）
 8月10～13日10:00～、13:30～
対・定：小学生以上 各100人
費：ハニワ350円 まが玉300円
前山Ａ58号墳の実物大の埴輪を作ろう②
 9月2日10:00～16:30
対・定・費：中学生以上 15人         初回350円
申：8月18日13：00～
夏期企画展「道路の下から新発見～京奈和自動車道
建設に伴う発掘調査からわかったこと～」 ～9月3日
学芸員講座「岩橋千塚②」
 9月16日13:30～15:30
対・定：小学生以上 30人
申：8月31日13:00～
民家ガイドツアー
「県指定文化財旧小早川家住宅・旧谷村家住宅」
 9月17日13:30～15:30
対・定：小学生以上 30人
申：9月1日13:00～

企画展「和歌の浦水墨画展」
 8月10日～10月9日
夏休み体験教室
①「ペーパークラフト 金魚で飾った写真たて」
 8月18日10:30～12:00、
13:00～14:30、14:45～16:15
対：小学生以上（小学生は保護者同伴）
定・費：各8人         1,200円
②「プリザーブドフラワー＆アーティシャルフラワーで
作るお月見」
 8月19日10:00～12:30、13:30～16:00
対：小学生以上（小学生は保護者同伴）
定・費：各5人         3,500円
日曜体験教室「手芸 お月見うさぎを作ろう」
 9月3日13:00～15:00
対：小学生以上（小学生は保護者同伴）
定・費：20人         1,080円

ボランティアによる「おはなし会」 
 8月19・26日、9月9日14:00～、9月2日11:00～
エントランスコンサート 9月1日12:00～12:30
定：１００人程度

片男波公園万葉館
 ☎ 073-446-5553
FAX073-446-5554

かたおなみ こうえんまんようかん 〒641-0022
和歌山市和歌浦南3-1700
9:00～17:00
（入館は16:30まで）

県立図書館 
 ☎ 073-436-9500
FAX073-436-9501

けんりつ としょかん 〒641-0051 和歌山市西高松1-7-38
閲覧室 平日9:00～19:00（土日祝
は18:00まで）　休館／月曜（祝日
の場合次の平日）、毎月第2木曜

犬・猫の飼い方講習会及び譲渡会
 8月2・13・27日、9月1・10・24日11:00～
※譲渡を受けるには受講と、犬については狂犬病予防注射代
2,640円が必要です。

県動物愛護センター
 ☎ 073-489-6500
FAX073-489-6504

けんどうぶつ あいご 〒640-1251
紀美野町国木原372
10:00～17:00
休館／火曜

コレクション展2017－夏 わかやまの名品
特集「おはなしのなかへ」  ～9月10日
企画展「なつやすみの美術館7
すききらい、すき？きらい？
　　　　　　　 ～9月18日

県立近代美術館
 ☎ 073-436-8690
FAX073-436-1337

けんりつ きんだい びじゅつかん 〒640-8137
和歌山市吹上1-4-14
9:30～17:00（入館は16:30まで）
休館／月曜(祝日の場合次の平日）

夏休み企画展「のぞいてみよう！えのぐばこ」
 ～9月3日

県立博物館
  ☎ 073-436-8670
FAX073-423-2467

けんりつ はくぶつかん 〒640-8137
和歌山市吹上1-4-14
9:30～17:00（入館は16:30まで）
休館／月曜(祝日の場合次の平日）

県立紀伊風土記の丘
  ☎ 073-471-6123
FAX073-471-6120

けんりつ きい ふどき おか 〒640-8301
和歌山市岩橋1411
9:00～16:30（入館は16:00まで）
休館／月曜(祝日の場合次の平日）

園内花と緑の写真展 8月5～13日

9月の寄せ植え教室　　　　 9月10日
定・費：39人         1,800円

県植物公園緑花センター 
 ☎ 0736-62-4029
FAX0736-63-2570

けんしょくぶつこうえんりょっか 〒649-6211
岩出市東坂本672
9:00～17:00（入館は16:30まで）
休館／火曜（祝日の場合次の平日）

同定会 名前のわからない標本の名前調べます
 8月20日9:30～17:00

県立自然博物館
  ☎ 073-483-1777
FAX073-483-2721

けんりつ しぜん はくぶつかん 〒642-0001
海南市船尾370-1
9:30～17:00（入館は16:30まで）
休館／月曜（祝日の場合次の平日）

ハス、スイレン、ハイビスカス、アメリカフヨウ、
イッサイサルスベリなどが見頃を迎えます。

はにわ

間島領一《日の丸弁当》1997

看護学部の概要

最先端の医療現場である日本赤十字社和歌山医療センターと連携した学び
が最大の特徴です。
和歌山で学び、和歌山で就職することを表す「地学・地就」をモットーに、
「人」を支える、「地域」を支える看護職を育成します。

県庁医務課 ☎073-441-2605問

8月21日（月）＜消印有効＞までに住所、
氏名、年齢、電話番号、商品名、県民
の友への感想を記入のうえ、ハガキで
〒６４０－８５８５（住所不要）和歌山県広報
課「プレミア和歌山プレゼント」係へご応
募ください。

抽選で10名様にプレミア和歌山推奨品
「あられ逢わせ（小缶200ｇ）」
をプレゼント！『プレミア和歌山』は、“和歌山らしさ”“和歌

山ならでは”の視点で審査し、優良な県産
品を推奨する制度です。

（株）高砂アラレ ☎0736-62-2312

あられ逢わせ

問：県庁広報課 
☎073-441-2032

※皆さんの個人情報は、和歌山県個人情報保護条例
に基づき適切に取り扱います。

和歌山県優良県産品

プレミア和歌山

昔ながらの杵（きね）つき・セイロ蒸し製法、素
材にこだわり、あられを作り続けて八十余年。
人気六味の詰め合わせ缶です。

名　　称

取得可能
な資格

和歌山看護学部 看護学科
・看護師　国家試験受験資格　　　　【平成29年8月指定予定】
・保健師　国家試験受験資格（選択制）【平成29年8月指定予定】
・養護教諭１種免許（選択制）　　　　【平成29年12月認定予定】

東京医療保健大学　

児童扶養手当、特別児童
扶養手当 受給者の皆さんへ
児童扶養手当は8月中に、特別児童扶
養手当は8月12日～9月11日に、お
住まいの市町村へ現況届（所得状況届）
を提出してください。提出がないと、
8月分以降の手当は支給されません。
問：市町村、振興局保健福祉課（串
本支所は地域福祉課）、県庁子ども
未来課・障害福祉課

じどうふようてあて

ふようてあて じゅきゅうしゃ みな

とくべつじどう

入学定員　 90人 修業年限　 4年

雄湊キャンパス（1・2年次）
和歌山市東坂ノ上丁3

1・2年次は教養科目、看護師になるための基礎を中心に学
びます。

日赤和歌山医療センターキャンパス（3・4年次）
和歌山市小松原通4丁目20

本格的な実習が始まる3年次からは最先端の医療現場と隣
接したキャンパスで実習・演習を中心に学びます。

「遠隔外来」をご利用ください
テレビ会議システムを使って、地元の
病院（県内13カ所）で県立医大病院の
専門医からアドバイスが無料で受け
られます。対象となる診療科など、詳
しくはWEBサイトをご覧ください。
問：県立医大地域医療支援センター
☎073-441-0845   

えんかくがいらい りよう

肝炎ウイルス検査を
受けましょう

肝炎ウイルス検査は、県内の保健所
や協力医療機関で受けることができ
ます（無料）。また、昭和23年7月1
日～昭和63年1月27日の間で、満
7歳になるまでに集団予防接種な
どの注射器連続使用で、B型肝炎ウ
イルスに感染した方に給付金など
が支給される制度があります。
電話相談窓口
厚生労働省 ☎03-3595-2252
申・問：県庁健康推進課、保健所

う

かんえん けんさ

和歌山県立医大

完成予想図

ご存じです
か？ぞん 平成30年4月

完成予想図

あ

東京医療保健大学
和歌山看護学部が誕生します。

　わかやまかんごがくぶ

とうきょういりょうほけんだいがく

へいせい ねん

たんじょう

がつ

読者のお便り募ります

編集部では、県民の友に関係することなどを募集しています。郵送、FAX、Eメール（e0002001@pref.wakayama.lg.jp）で、 　　　　住所、氏名、年齢、電話番号を記入し広報課 「県民の友」係、メールでは、タイトルに「県民の友」と入力のうえ、お寄せください。13 平成29年8月号 12平成29年8月号



　
「
犯
罪
被
害
者
」と
聞
い
て
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
つ
で
し
ょ
う
か
。
自
分
は
、
犯
罪
の
被
害
に

遭
う
こ
と
は
な
い
、
当
事
者
に
な
る
こ
と
は
な
い
と
思
わ

れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
犯
罪
被
害
者
等
と
は
、
犯

罪
の
被
害
を
受
け
た
方
お
よ
び
そ
の
家
族
又
は
ご
遺
族

の
こ
と
を
い
い
、
犯
罪
被
害
者
週
間
は
、
犯
罪
被
害
者
が

置
か
れ
て
い
る
状
況
等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
の

週
間
で
す
。

　
犯
罪
被
害
に
遭
う
と
、
身
体
の
不
調
や
精
神
的
シ
ョッ

ク
だ
け
で
は
な
く
、
医
療
費
の
負
担
や
失
職・転
職
に
よ

る
経
済
的
困
窮
ま
た
捜
査
や
裁
判
の
過
程
に
お
け
る
精

神
的・時
間
的
負
担
、
無
責
任
な
う
わ
さ
話
な
ど
に
よ
る

精
神
的
被
害
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
県
で
は
、
犯
罪
被
害
者
等
が
抱
え
る
問
題
や
心
情
へ
の

理
解
が
進
み
、
少
し
ず
つ
支
援
の
輪
が
広
が
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
犯
罪
被
害
者
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
、

被
害
か
ら
の
回
復
が
支
援
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

の気づき
きこころ人 権

連
載
さい

じん

けん

れん

毎
年
11
月
25
日
か
ら

12
月
１
日
は

犯
罪
被
害
者
週
間
で
す
。

ま
い
ね
ん

は
ん
ざ
い

ひ
が
い
し
ゃ

し
ゅ
う
か
ん

が
つ

に
ち

が
つ

に
ち

県
庁
県
民
生
活
課

☎
0
7
3-

4
4
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2
3
5
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問と
い
け
ん
ち
ょ
う
け
ん
み
ん
せ
い
か
つ
か

　
健
康
寿
命
に
は
、
大
き
く
分

け
る
と
２
つ
の
考
え
方
が
あ
り

ま
す
。
１
つ
は
、
国
民
生
活
基

礎
調
査
に
お
い
て
、「
あ
な
た
は

現
在
、
健
康
上
の
問
題
で
日
常

生
活
に
何
か
影
響
が
あ
り
ま
す

か
」と
い
う
問
い
に
対
し
て
、「
な

い
」と
回
答
し
た
方
を「
健
康
」と

し
た
場
合
の
日
常
生
活
に
制
限

の
な
い
期
間
の
平
均
を
用
い
る

方
法
で
、
も
う
１
つ
は
介
護
保

険
の
要
介
護
１
ま
で
の
方
を「
健

康
」と
し
た
場
合
の
平
均
自
立
期

間
を
用
い
る
方
法
で
す
。

　
長
野
県
で
は
、
日
常
生
活
に
制
限
の
な
い
期

間
の
平
均
は
全
国
の
上
位
で
、
平
均
自
立
期
間

は
全
国
１
位
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
本
県

で
は
、
日
常
生
活
に
制
限
の
な
い
期
間
の
平
均

は
全
国
の
中
位
で
す
が
、
平
均
自
立
期
間
は
全

国
の
低
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
本
県
の
要
介
護
認
定
率（
平
成
26
年

度
）は
全
国
最
高
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護

に
至
っ
た
理
由
は
、
脳
血
管
疾
患
や
骨
折
、
認

知
症
が
多
く
、
そ
の
予
防
や
リ
ハ
ビ
リ
体
制
の

充
実
が
健
康
寿
命
の
延
伸
の
た
め
に
重
要
と

い
え
ま
す
。
健
康
長
寿
の
要
因
に
つ
い
て
は
、

次
回
に
述
べ
ま
す
。

県
福
祉
保
健
部
健
康
局
長　
野
㞍
孝
子

〜
健
康
を
め
ぐ
る
現
状
の
要
因
を
考
え
る
〜

日
本
一
を

め
ざ
し
て

健
康

寿
長

3

は
ん
ざ
い

あざ
い

ひ
が
い

う

は
ん
ざ
い
ひ
が
い

あ

か
ら
だ

ふ
ち
ょ
う

せ
い
し
ん
て
き

し
ゅ
う
か
ん

け
い
ざ
い
て
き

そ
う
さ

さ
い
ば
ん

か
て
い

せ
い

こ
ん
き
ゅ
う

し
ん
て
き

せ
い
し
ん
て
き

じ
か
ん
て
き
ふ
た
ん

ひ
が
い

け
ん

り
か
い

す
す

す
こ

し
え
ん

わ

ひ
ろ

と

ひ
が
い

か
い
ふ
く

し
え
ん

し
ゃ
か
い

す
す

は
ん
ざ
い
ひ
が
い
し
ゃ

は
ん
ざ
い
ひ
が
い
し
ゃ

じ
ん
け
ん

そ
ん
ち
ょ
う

と
う

か
か

も
ん
だ
い

く

し
ん
じ
ょ
う

な
や

お
お

む
せ
き
に
ん

ば
な
し

い
り
ょ
う
ひ

ふ
た
ん

て
ん
し
ょ
く

し
っ
し
ょ
く

じ
ょ
う
き
ょ
う
と
う

り
か
い

ふ
か

お

か
た

か
ぞ
く
ま
た

い
ぞ
く

は
ん
ざ
い
ひ
が
い
し
ゃ
と
う

は
ん

と
う
じ
し
ゃ

お
も

も

じ
ぶ
ん

は
ん
ざ
い

ひ
が
い

ひ
が
い
し
ゃ

き

み
な

介護が必要になった原因（全国 平成22年）
脳血管疾患
（脳卒中）
21.5％

認知症
15.3％

その他
16.4％

高齢による衰弱
13.7％

関節疾患
10.9％

骨折・転倒
10.2％

糖尿病
3.0％

呼吸器疾患
2.8％

悪性新生物（がん）
2.3％

心疾患
（心臓病）
3.9％

健康寿命（平成22年） 
 男性 全国 女性 全国

  (歳) 順位 (歳) 順位

日常生活に制限のない 和歌山県 70.41 25 73.41 30
期間の平均 長 野 県 71.17 6 74.00  17

平均自立期間
 和歌山県 77.55 39 82.35 45

 長 野 県 79.46 1 84.04 1

は
ん
ざ
い
ひ
が
い
し
ゃ

は
ん
ざ
い
ひ
が
い
し
ゃ

し
ゅ
う
か
ん

　

和
歌
山
の
素
晴

ら
し
い
歴
史
や
文
化

の
中
で
育
ま
れ
た
先
人

た
ち
は
、
日
本
や
世
界
を
舞
台
に

輝
か
し
い
業
績
を
残
し
ま
し
た
。

今
回
は
時
代
に
先
駆
け
て
活
躍
し

た
和
歌
山
ゆ
か
り
の
女
性
た
ち
を

紹
介
し
ま
す
。

　

明
治
期
の
画
壇
で
女
流
洋
画
家

と
し
て
活
躍
し
た
神
中
糸
子 

万
延

元
年（
１
８
６
０
）〜
昭
和
18
年（
１

９
４
３
）は
、
現
在
の
和
歌
山
市
で

生
ま
れ
、
日
本
で
最
初
に
で
き
た

国
立
の
美
術
学
校
で
学
び
ま
し
た
。

明
治
美
術
会
の
展
覧
会
な
ど
に
作

品
を
発
表
す
る
中
、
明
治
女
学
校

や
日
本
女
子
美
術
学
校
な
ど
で
後

進
の
指
導
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

日
本
初
の

口
語
歌
詞
童

謡「
鳩
ぽ
っ

ぽ
」な
ど
の
唱
歌
を
世
に
送
り
出
し
た

東
く
め 

明
治
10
年（
1
8
7
7
）〜
昭
和

44
年（
1
9
6
9
）は
、
現
在
の
新
宮
市

生
ま
れ
。
今
日
も
愛
さ
れ
る
童
謡

の
作
詞
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

日
本
女
性
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

金
メ
ダ
リ
ス
ト
兵
藤（
前
畑
）秀
子 

大
正
3
年（
1
9
1
4
）〜
平
成
7

年（
1
9
9
5
）は
、
現
在
の
橋
本

市
生
ま
れ
。
幼
少
期
か
ら
自
宅
近

く
の
紀
の
川
で
泳
ぎ
を
覚
え
、
昭

和
11
年
ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
の
金
メ
ダ
ル
獲
得
に
日
本
中
が

歓
喜
し
ま
し
た
。
引
退
後

は
、
水
泳
教
室
を
開
く
な

ど
水
泳
の
普
及
に
貢
献

し
ま
し
た
。

和歌山のすばらしいモノや地域の自慢などを「きいちゃん」が紹介します！
今回は、和歌山ゆかりの女性の先駆者たちを　

ご紹介します。

和歌山県PRキャラクター  きいちゃんの

和
歌
山
ゆ
か
り
の

女
性
の
先
駆
者
た
ち

じ
ょ
せ
い

せ
ん
く
し
ゃ

わ
か
や
ま

ワンコラム
プラス

書庫をイメージした大きな本棚が印象的な店内で、
本を片手にリラックスできる時間を過ごせます。ラン
チからスイーツまで食材は地産地消にこだわり、特
にケーキは一部季節限定の旬の味が楽しめるワン！
問：ブリングブックストア（県立近代美術館内） 
　 ☎073-425-4344

美術館内のアートと本も楽しめる憩いカフェ
BRING BOOK STORE - ブリングブックストア

時
代
を
切
り
開
い
た

新宮駅前広場にある
東くめ自筆の「鳩ぽっぽ」 歌碑

神中糸子　《海岸風景》1888－92（明治21－25） 油彩、キャンバス

県立近代美術館の「コレ
クション展2017-夏」で
は、神中糸子をはじめ和
歌山ゆかりの作家たちを
中心とする多彩な作品を
紹介しているワン！

※県立近代美術館の
　問合せはP12に掲載

橋本市郷土資料館には、「兵藤（前畑）
秀子」などの偉業に関する資料を展示

橋本市役所前にある
オリンピック金メダリストの顕彰碑

じ
ん
な
か
い
と
こ

ひ
が
し

ひ
ょ
う
ど
う（
ま
え
は
た
）ひ
で
こ

平成29年8月号「県民の友」は視覚に障害のある方のために、点字版と音声版（デイジー図書）も作成しています。　ご希望の場合は、　　　　県庁広報課☎073-441-2032までご連絡ください。また、音声版はWEBサイトでもお聞きいただけます。15 平成29年8月号 14



県収入の一部とするため有料広告を掲載しています。県庁広報課 ☎073-441-2032広告

人
口
／
946,700（

男
445,152／

女
501,548）

世
帯
数
／
393,388

　
平
成
29
年
6
月
1日
現
在

発
行
／
和
歌
山
県
広
報
課

〒
640-8585 和

歌
山
市
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県民の皆様へ

　和歌山県では、今年の３月、今平成29年度から10年間の新し
い和歌山県長期総合計画（長計）「世界とつながる愛着ある元気な
和歌山～県民みんなが楽しく暮らすために～」を発表しました。
　長期的に人口減少をくいとめ、経済の再興を図り、県民生活の
幸せを昂進するため、様々なアイデアを盛り込んでいます。そ
の中で大事な事が２つ、子育て環境をよくして、子供さんをたく
さん産み育てられるようにしようということと、女性にもっと
広く活躍してもらおうということがあります。口でそう言うの
は簡単ですが、どうしたら、本当にそれが進むか、長計の議論に
際しては、皆で真剣に考えました。そしてその有力な手段の一
つが、双方ともやはり、職場の環境をよくすることだという結論
に達しました。子育て中の人々が安心して子育てができるよう
な条件が整い、男女の別なく能力に応じて登用されるなど、女性
が活躍できるような制度が整備されなければならないというこ
とです。
　それでは、どうしたらそれがかなえられるかということです
が、企業（団体や官庁もそうですが）同盟を作って、子育て環境や
女性活躍に関する環境をちゃんと制度的に保障している企業に
この同盟に参加してもらうことにしようということになりまし
た。同盟に入っていただく企業には、子育て環境や女性活躍の
ための制度という条件をクリアーしていただき、逆にこの同盟
に入ろうとする企業には、条件をクリアーできるようそういっ
た環境や制度をよくしていってもらおうというアイデアです。
　県では、これまでものすごく多くの企業や従業員、女性、関係
者らの意見を聞いた上で、結婚・子育て応援企業同盟と女性活躍
企業同盟のそれぞれの企業同盟の条件を発表し、7月4日から募
集受付を始めています。同盟の発足式と記念シンポジウムを子
育てに関しては9月3日、女性活躍は10月24日に考えています
ので、県民の皆さんはご出席の上、是非耳を傾けてください。
　平成29年度は新長計の最初の年度です。はじめよければすべ
てよし。多くのプロジェクトが船出していきます。

テレビ 

県庁だより　毎日 11：40・（再）18：00
※土・日曜は再放送がありません。
ラジオでお届け!県政最前線　火曜 15：40～16：00
放送内容・時間は都合で変更する場合があります。

広報課からのお知らせ
テレビ和歌山　WTV

ラジオ 和歌山放送　WBS

環境に優しい植物油インクと古紙パルプ配合率80％再生紙を使用しています。

２つの企業同盟２つの企業同盟

日時：9月23日（祝）13：30～16：00
場所：旧和歌山県議会議事堂（岩出市）
定員：300人
申込・問合せ：郵送、FAX、Eメールで住所、氏
名、電話番号、希望人数（1人4枚まで）を記載
し、9月15日までに県庁文化学術課までお申し
込みください。FAX073-436-7767
　  e0221001@pref.wakayama.lg.jp

本県出身の偉大な先人「陸奥宗光」の没後120年を
記念し、その功績をあらためて顕彰するため、シ
ンポジウムを開催します。

陸奥宗光シンポジウム

● 基調講演
 御厨 貴 氏（東京大学名誉教授）
● シンポジウム

プログラム

きのくに21 日曜 9：30・（再）18：30
8月 6日 広がる電子商取引
8月 13日 紀伊風土記の丘　夏の企画展
8月 20日 和歌山県で農業をはじめよう
8月27日  知事と語る　
県民チャンネル　
月・火・木・金・土曜 21：55
マンスリー県政 ニュースワイド 
毎月最終金曜19：29～19：58

こうしん


